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男 児 女 児 合 計 

３歳児 

たんぽぽ組 
９名 １３名   ２２名 

４歳児 

つばき組 
１２名 ８名 ２０名 

５歳児 

さくら組 
１４名 １３名 ２７名 

合 計 ３５名 ３４名 ６９名 

昭和 ５４年 ４月 深谷市立上柴西幼稚園として小学校内     

に 3組編成で開園  

５５年 ２月 園舎新築工事完成（教室５、集会室）  

５５年 ４月 １年保育５歳児５学級 

５５年１１月 記念誌（麦笛）発行 

５７年 ３月 桜２５本植樹 

５８年 ５月 ポール設置 

５９年 ４月 砂場水道設置 

６０年１２月 市教委委嘱研究発表「ごっこ遊び」 

６１年 ９月 うさぎ小屋設置 

平成  １年 ４月 園児服制定 

３年 ６月  掲示板設置 

６年１０月 子どもの家（ままごと用小屋）設置 

６年１１月 市教委委嘱研究発表「地域環境を生かし

た幼稚園教育の在り方」 

   １０年１１月 創立２０周年記念式典挙行 

１２年 ４月 ２年保育開始、東側物置設置 

１２年１０月 県教委・市教委・県交通安全対策研究協

議会研究発表「学校安全教育」 

１７年 ７月 第５２回全国国公立幼稚園研究協議会 

埼玉大会研究発表「健やかな心と体づく

り」 

１８年 ４月 専任園長制導入 

２０年１１月 創立３０周年記念式典挙行 

２２年１１月  埼玉県教育メディア活用研究大会研究発

表 

   ２３年 ３月 フレンドカップ遊具設置・築山修繕 

   ２６年 １月 保育室ロッカー修繕（３教室）  

   ２６年 ５月 エアコン設置（３教室） 

   ２８年 ４月 園舎内に学童室設置及び開設 

   ２９年 ２月 築山・逆上がり補助器基礎補修 

   ３０年 ８月 東側・南側道路側の樹木剪定 

   ３０年 ９月 東側ブロック塀地震対応による改修 

   ３１年 ３月 遊具撤去（ジャングルジム・雲梯） 

          築山補修工事 

令和  １年 １月 雲梯新規設置 

    ２年 ７月 上柴西小学校から給食の提供開始 

    ３年 ４月 ３年保育開始（３歳児、４歳児、５歳児） 

３歳児の給食が深谷東幼稚園から提供 

４・５歳児は上柴西小学校から提供 

 沿革の概要 

 

１ 教育目標 

◎一人ひとりを生かし、心豊かでたくましい子 

どもを育成する。 

○あかるく（笑顔いっぱい）   
・自分の思うことが表現できる子 

・力いっぱい遊べる子 

○やさしく（思いやりいっぱい）    
・友だちの話を聞くことができる子  

・やさしさや思いやりのある子 

○たくましく（元気いっぱい）  

・自分の力でやろうとする子 

・最後までがんばる子 

 

２ 目指す幼稚園像 

〇子どもたちが仲良く、笑顔いっぱいに遊ぶ幼稚園 
・真剣に遊び、明るい挨拶と笑顔があふれる幼稚園 

・心豊かで熱い情熱をもった教職員のいる幼稚園 

・花と緑にあふれ、安全で清掃の行き届いた幼稚園 

 

 
３ めざす園児像 
・真剣に遊び、考え、最後まで頑張る園児 

・仲良く遊び、友だちを大切にする園児 

・「ありがとう」や「はい」など挨拶をしっかり言える園児 

・遊びや運動に親しみ、こころと体を鍛える園児 

 

４ 経営方針 

・健康で安全な生活を営むため、基本的な生活習慣の

確立を図る。 

・自ら遊びや仕事に取り組む意欲や創造力を培う。 

・自分の思いや考えていることを表現でき、他者の思

いに気付ける思いやりのある子を育成する。 

・地域社会、保護者との連携により、温かい人間関係

の醸成に努め、一人ひとりの子どもの育ちを支える。 

・室内外の環境整備に努め、明るく清潔で安全な保育

環境を整える。 

・小学校との連携の充実に努め、子どもの交流を深め、

小学校への適応力を養う。 

 
 

５ 研究課題 

 ・自然や人とかかわる体験をとおし、思いやり

の気持ちや言葉で伝えあう力の育成 

６ 本年度の重点目標（努力点） 
 

○一人ひとりの幼児理解を深め指導と評価の充実に努める。 

・幼児の興味や関心、発達の実情に応じたねらいと内容を明確

化する。 

○一人ひとりが元気に遊び、そして体力の向上に努める。 

・人や物、場所などが作り出す環境の工夫や改善に努める。 

・基本的な生活習慣の形成と身体の調和のある発達の育成に努

める。特に体力（走力）の向上に努める。 

○小学校教育との滑らかな接続を図り、家庭、地域との連携を

深める。 

・小学校に隣接する環境を生かし、小学生との交流を深め思い

やりの心の育成に努める。また小学校への適応性を高める。 

・保護者どうしのつながりを深め、子育てを支援する。 

 

職 名 氏   名 職 名 氏名 

園  長 宇野 澄男 ５歳児担任 三田 友美 

教  務 飯嶋 沙織  ３歳児副担任 齋藤 和江 

３歳児担任 塚越みゆき ４歳児副担任 関口 聡子 

４歳児担任 尾崎 未来 担任補助 鮎川 彩子 

 

学 級 編 制 

職 員 組 織  

 



                                                

                                         


